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さいたま市は、人口約135万人、面積
217.43km2、県内།一の政令指定都市です。
全国市区・S%G͂先進度調査で全国１位、
住みたいまちランキング首都圏൛で大ٶが
２位、Ӝ和が10位、指定都市޾福度ランキ
ングで１位等、各छ自治体ランキングで高
ॱ位を֫ಘしております˞1。

また、東日本地域の新װ線６路線が৐り
入れる交通利ศ性の༏れた都市となってお
ります。

ຍ࠿が有໊で、さいたま市のຍ࠿文化ৼ
の֩となる施設として、公立としては世ڵ
界初のຍ࠿に特化した美術館である大ٶຍ
、ଜは࠿ຍٶ美術館を設立しました。大࠿
2025年に開ଜ100प年を迎えます。

２ɽ &7ී֦ٴେの՝୊ղܾϓϩδΣク
τʮ&�,*;6/" 1SPKFDUʯ

さいたま市では、CO2排出量の約２割を
運༌部໳が占め、そのうち６割ऑが৐用ं
から排出されています。大きな要因として、
エネルギー源が化石೩ྉに依存している点

がڍげられます。そこで、2009年から、৐
用ंからのCO2排出削減策、電気自動ं

（EV）を安心してշ適に使える低炭素な社
会の実現を目指し、EVのී及に向けた課
題解決に取り組んできました。この取組み
を࢝めた当初は、EVをはじめとした次世
代自動ंの本市でのී及率（ストック含む）
が1.8％と、ほとんどී及していない状況
でした。

この課題解決のためのプロジΣクトを
「E�KI;6NA PSPKFDU」と呼んでいます（ਤ
̍）。プロジΣクトでは、「充電セーフティ
ネットの構築」、「需要創出とインセンティ
ブの付与」、「地域ີண型のܒ発活動」とい
うࡾつの基本方針を掲げ、企業や自治体を
はじめ、多くのステークホルμーと連携し
取組みを推進しています。

⑴　充電セーフティネットの構築

さいたま市内には企業等が設置するもの
を含めて約300基のEV用充電器がありま
す。また、さいたま市では、「E�KI;6NA
ステーション」として、10区すべてに急速
充電器を設置したほか、ී通充電器を設置
し、市民に開์しています。

さいたま市 環境局 環境共生部 ゼロカーボン推進戦略課

ి஑ަࣜ׵
&7ύοΧーंにΑΔ
についͯݧࢼಉ࣮ূڞ
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⑵　需要創出とインセンティブの付与

10区それぞれの区で੨৭๷൜パトロール
カーとして使用されることから、各区の৭
をృったとこΖ、そのカラフルな৭合いか
ら、新ฉやインターネットで多数取り上げ
ていただきました。そして、現在は、公用
ंとしてEVを約100୆導入しています。

また、市民、事業者へのEV導入補助と
して１୆あたり５万円、೩ྉ電池自動ं

（FCV）には、50万円の補助を行っていま
す（2024年度分は予算ֹ上限に達したため
終ྃ）。

⑶　地域密着型の啓発活動

これまで、さいたま市では小学ߍでの
EVڭ室や、自治会に出向いてのઆ明、࡛
、スタジアム2ʓʓ2でのイベント出展等ۄ
様々な機会を通じて、EVやFCVに、市民
や事業者のօ様が৮れる機会を作ってきま
した。

これにより、市民がEVについて理解し、
EVに਌しむ地域の実現を図るなど、更な
るEVのී及を目指して、取り組んでいる

とこΖです。

３ɽ ి ஑ަ7&ࣜ׵ύοΧʔंにΑΔ
のਪਐݧࢼಉ࣮ূڞ

⑴　「E-KIZUNA Project協定」の締結

これまではEV化が難しかった特घं両
ですが、近年、ं両開発のスϐードが加速
しています。

さいたま市は、ごみ発電ができる廃棄物
処理施設を保有していることから、この発
電施設とパッカーंのEV化を組み合わせ
ることで、単にEV化を進めるだけではな
く、エネルギー循環型のごみ収集システム
の構築も視野に入れて取り組むことが可能
です。

パッカーंは日本全国で約５万4,000୆˞2

運用にあたっており、そのEV化は、環境
ෛՙの小さいEVී及の強力な後押しにな
るものと考えています

このような状況のなか、2023年５月に
JFE エ ン ジ ニ ア リ ン グ ג 式 会 社 と

「E�KI;6NA PSPKFDU協定」を締結し、廃棄

図１　&�,*;6/" 1SPKFDU
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物処理施設で発電した電力の有効活用によ
る地域における脱炭素化及びレジリエンス
性の向上に資するエネルギー循環型ごみ収
集システムの構築に向けて、共同で取り組
むことに合意しました（ࣸਅ̍）。

⑵　 電池交換式EVパッカー車による
共同実証試験の仕様調整と準備

協定締結を受け、実証システムの࢓様の
調整を行いました（ਤ ù）。ं 両については、

バッテリーをݻ定式とした場合、充電中は
パッカーंの運用ができなくなってしまう
こと、経時変化があるバッテリーとं両と
はण໋がҟなることから、EVパッカーं
はJFEエンジニアリングが開発中の電池交
換式としました。また、パッカーंは数十
୆で運用していることから、複数୆での実
証を行うこととし、まずは２୆で行うこと
としました。複数୆運用での電池交換式
EVパッカーंは、極めて୹時間で電池交
換を行うことが必要となります。

この要求࢓様に対し、JFEエンジニアリ
ングは、①EVパッカーंの電池౥ࡌ位置
を低コストなスライドアーム方式で自動交
換可能な運転席後方のۭ間とし、ண脱可能
な構造の電池パックの開発を行い、②58ඵ
という極めて୹時間で、スライドアームに
より自動で交換を行う電池交換ステーショ
ンを開発しました。なお、電池交換ステー
ションは最大10ݸの電池を充電、֨ೲでき
る࢓様としたとこΖです。

また、収集地域は道路がڱいՕ所があり、

図 ２ 　ి஑ަ7&ࣜ׵ύοΧーंڞಉ࣮ূ

ࣸਅ１　 క結ࣜͰの+'&エンδχΞϦンάࣜגձ
ࣾの関ޱ෭ࣾ௕（左）とਗ਼ਫࢢ௕
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現状は２̓積ंࡌを多く使用していること
から、EVパッカーंも２̓積ंࡌとしま
した。また、１回の走行ڑ離は60km程度
まで走行することもありۦ、 動だけでなく、
Ս૷やۭ調で使用する電力もצ案した電池
容量として43kWIとしたとこΖです。

なお、実証地は廃棄物処理で発電した電
力を活用できるクリーンセンター大࡚にྡ
接の東部清૟事務所としました。

本࢓様に基ͮき、デβイン、設計、開発、
EVパッカーंの準備及び電池交換ステー
ションの設置・クリーンセンター大࡚で発
電した電力のつな͗込みを、2023年度中に
整えました。

⑶　電池交換式EVパッカー車による
共同実証試験の実施

予定どおり、2024年４月より電池交換式
EVパッカーंによる共同実証ݧࢼを開࢝
しました（ࣸਅ ù）。

検証߲目として、①ランニングコスト、
CO2排出量等のディーゼルंとのデータ比
離やルート等、EVパッカーڑ続ߤ②、ֱ
ं運用時の課題確認、③ૢ作性、予備電池
活用等、電池交換ステーション運用時の課
題確認としました。

実証を開࢝するにあたって、EVならで
はのै来のパッカーंとの運転特性のҧい
や、電池交換ステーションでのスムーζな
電池交換が実施できるようなハンドリング

等、清૟事務所৬員が一ؙとなって研ᮎに
ྭんだことから、特段の不具合なく、開࢝
することができました。日々ҟなるゴϛ収
集量によるं体へのෛՙや、Ն場の໠ॵ下
やౙ場の低温下での運転席内ۭ調機器稼働
状況に応じた電気使用量のモニタリング
等、実証データの積上げを行っているとこ
Ζです。また、ૢ作性についても清૟事務
所৬員からの意見を反映しながら改ળの積
重Ͷを行っております。今後、実証データ
が積みあがって来次第、各߲目の検証が進
められることとなります。

⑷　電池交換式EVパッカー車による
実証試験の周知

さいたま市では、「ごみの減量」と「資
源の有効活用」に基ͮき、各清૟事務所の
特৭を生かした内容で、༮少期からごみの
分別や資源の大切さ、33について਌しむ
機会として、「ごみスクール」を実施して
おります。今年度は新たにEVパッカーं
を使用し、取組みを行いましたが、保ҭԂ
しで見つめておりまࠩ؟ຯਂいڵは大変ࣇ
した（ࣸਅ ú）。

さらに、2024年５月に高஌市で開催され
た全国都市清૟会議や、同年11月にアゼル
バイジャンの首都バクーで開催された国連
気 候 変 動 枠 組 条 約 第29回 締 約 国 会 議

（COP29）の本市主催イベントにおいて、
EVパッカーंの実証の取組みを発信しま
した。

また、実証には自治体や地方議会、民間
企業等、大変多くのޚ視࡯をいただいてお
ります。

⑸　今後の展望

、にEVが市場化されている৐用ंはط
世界規模で開発ڝ૪が進むことでී及拡大
が進んでいるとこΖです。一方、パッカー
ंも含めた特घं両は国ごとに࢓様が大き
くҟなることから市場が限定的で、民間ಠࣸਅ ２ 　ి஑ަ7&ࣜ׵ύοΧーं　ग़発ࣜ
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自による取組みが行われ難
い状況となっております。

パッカーंは日本全国の
基ૅ自治体が関与し、日本
と し て「2050年 カ ー ボ ン
ニュートラル」を掲げるな
か、その脱炭素化が大きな
課題となっている状況で
す。

ごみ発電ができる廃棄物
処理施設を有する自治体は
日本に多くあり、その発電
した電気を使用できるEV
パッカーंは再生可能エネ
ルギーを活用できる最ྑの
選択肢の一つだとࢥわれま
す。

さいたま市とJFEエンジニアリングによ
る電池交換式EVパッカーंによる共同実
証ݧࢼが、技術面や運用面での課題解決に
がっていくとともに、実証の成果がԣ展ܨ
開につながるよう、業界のօ様方が連携し、
ゆくゆくは日本全国のパッカーंを含め特
घं両の脱炭素化につながっていくことを

。ってやみませんئ

˞１・日本経済新ฉ社 2023年「全国市区S%GT先
進度調査」

式会社リクルート「S66MO 住みたい֗ג・　　
ランキング2024 首都圏൛」

　　・一般財ஂ法人日本総合研究所「全47都道府
県޾福度ランキング2024年൛」

˞２・環境省 令和４年度൛「日本の廃棄物処理」

ࣸਅ ３ 　&7ύοΧーंを࢖༻したอҭԂ޲ࣇけ͝Έスクーϧ
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○�環境省廃棄物適正処理推進課長への
インタビュー
○�太陽電池パネルの
リユース・リサイクル促進について
○�自治体のリサイクル事例
○�次世代型太陽電池の導入に向けた
今後の取組み
○�自治体のペロブスカイト太陽電池の
実装検証

ʲ࿈ɹࡌʳ
○�落語からひも解く
江戸のサステナブル文化��第十二幕
○�JESCのページ

※内容は変更する場合があります。

ଠཅޫύωルのリサイクルͱ࣍ੈ୅ଠཅి஑
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